
環状第２号線の暫定交通開放に向けた取組について 

１．環状第２号線について 

本路線は、江東区有明を起点とし、中央区、港区などを

経て千代田区神田佐久間町を終点とする全長 14ｋｍの都

市計画道路である。これまでに、外堀通りなど約9㎞の整

備に加え、平成26年3月には新橋から虎ノ門までの約1.4

㎞の区間が開通している。（図－１） 

主な整備効果は下記の通りである。 

・臨海部と都心部を結ぶ交通・物流ネットワークの強化

・並行する晴海通りの渋滞緩和など地域交通の円滑化

・臨海地区の避難ルートの多重化による防災性の向上

２．事業概要 

環状第２号線のうち、本線未整備区間である築地区間は、築地市場を横断し、臨海部の橋梁・高架構造と都心部の

地下トンネル構造とを結ぶ区間であるが、築地市場の移転前には工事着手できない。築地区間に隣接する豊洲～勝ど

き区間は既に完成していたが、築地市場開場中には交通開放を行うことができなかった。 

平成30年10月10日の築地市場閉場に伴い、築地区間の工事に着手したが、本区間の完成までには相当の年数を要

する状況であった。環状第2号線の整備効果を早期に発現させるためには、ミッシングリンクである築地区間を一日

も早く開通させる必要があった。このため、築地市場で使用されていた通路を活用した暫定迂回道路を整備すること

により、築地市場閉場から約3週間後の平成30年11月4日に、豊洲～築地間の約2.8㎞を暫定開通させた。 

写真－１ 旧築地市場 航空写真 

図－1 環状第２号線全体図 



３．暫定開通までの業務 

 暫定迂回道路の交通開放に向けた取組について、３点挙げる。 

１つ目は、市場関係者との折衝である。築地市場を通り抜ける暫定迂回道路は、当初、市場の移転後２カ月で整備

する予定であったが、市場関係者は早期の暫定開通を強く望んでいた。要望を踏まえ早期に暫定開通するために、市

場関係者に対して丁寧な工事説明と折衝を重ね、築地市場閉場前に一部の工事を先行着手することを実現した。 

２つ目は工程短縮である。市場関係者の早期開通要望に応えるためには、築地市場閉場前の一部工事の先行着手だ

けでなく、築地市場閉場後に一日も早く迂回道路整備工事に着手する必要があった。このため、解体工事業者や、引

越担当者らと協議を行うことにより、一部エリアにおいて、1 週間前倒しで迂回道路整備工事に着手することができ

た。さらに、舗装工事や安全施設工事を昼夜で行い、限界まで工程を短縮した結果、市場閉場後に2カ月かかるとし

ていた当初の工程を、約３週間まで短縮し、市場関係者の要望に応えて早期に暫定開通した。 

３つ目は、交通管理者との調整である。暫定開通区間は、愛宕署・築地署・月島署・深川署の４つの所轄警察署を

またぐことから、警視庁本部を含め多くの部署が関わっていた。このため、各所轄や警視庁本部と密接に連携を図り、

暫定開通に向けた打合せを繰り返し行った。また、開通直前には交通管理者と道路管理者の全体会議を開催すること

で課題共有を図り、暫定交通開放に向けて万全を期した。この結果、円滑かつ安全に交通開放することができた。
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４．整備効果と今後について

暫定交通開放によって、臨海部と都心部のアクセス性が向上し、新橋豊洲間

の所要時間が約半分に短縮された(図－２)。また、隣接する晴海通りの交通量

は約１割減少し、開通後に周辺地域で実施したアンケートでは７２％の方々が

効果を実感しているとの結果となった。工事中は市場関係者からの反対意見も

多くあったが、開通後は感謝の言葉を頂くことも少なくない。 

工事中には様々な関係者との折衝で苦労を重ね、やっと開通することができ

た道路を改めて自分で運転してみると、東京都の道路は都市活動や都民生活を

支えるだけでなく、交通渋滞の解消や拠点間の連携強化による経済成長の促進、

国際競争力の強化、防災性や安全性の向上にも寄与する重要な都市基盤である

ことを実感した。 

最後に、環状第２号線の事業推進にご理解とご協力を頂いている、都民の皆

さま、関係機関の方々に心より感謝申し上げると共に、引き続き、本線トンネ

ル開通に向け、全力で事業を推進していく所存である。 

表－１ 工程表 

図－２ 整備効果 


